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（仮称）町田市教育プラン 2024-2028策定に関する市の考え方について 

 

１ 計画策定にあたり必要な視点 

 

以下の３つの点を計画策定にあたり必要な視点として重点的に検討し、計画に盛り込みま

す。 

 

（１）デマンドサイド（児童生徒、保護者の皆様、教員、市民の皆様）の視点で満足度向上

を図る 

 ・児童生徒や保護者の皆様、教員、市民の皆様の満足度を向上させるため、サプライサイ

ドからデマンドサイドの視点で施策を検討します。 

 ・学力や体力の向上とともに、児童生徒などが求めている様々なニーズをしっかりと捉え、

短期的な取組みだけではなく、中長期的な取組みを見据えた制度設計を行い、持続可能

な施策を検討します。 

 ・2019 年度から実施している教員の働き方改革は着実に実績を挙げているものの、昨今

の教員不足等の実態を踏まえ、教員の満足度向上は喫緊の課題であることから、教員の

勤務実態など、置かれている現状をきめ細かく把握・分析し、満足度向上に資する施策

を検討します。 

 

（２）経営の視点を持つ 

・計画に位置づける事業については、他自治体や民間事業者の事業をベンチマークし、よ

り効果的な手法や事業内容を検討します。 

・環境変化へ即応するため、事業成果が出る前の段階から次の事業展開を見据えることが

できるような仕組みを構築します。（例：ＯＯＤＡループ※1の活用） 

・ＳＤＧｓやＥＳＤ※2、多様性の理解など社会的な価値観の変化へ対応するため、現時点

で想定し得る将来を見据え、事業自体に柔軟な対応がとれるよう検討します。 

 

（３）市の独自性を発揮する 

 ・文部科学省などの国や都の方針を参照するだけでなく、市の現状や未来を見据えた状況

を考慮した事業内容を検討します。 

 ・町田市ならではの教育を目指し、他自治体に先駆けて実施している新たな学校づくりな

どを契機とした魅力的な事業を検討することで、町田の教育の質を高めます。 

 ・「子どもにやさしいまち」、「みどりが豊富」、「大学、短期大学、専門学校などが多い」

など、町田市の強みを教育分野に取り入れることで、事業の付加価値を高めます。 

 

                                                   
※1ＯＯＤＡループ：状況が変化する現場で、迅速に意思決定を行うための枠組み。Obserb（観察す

る）、Orient（方向づける）、Decide（決断する）、Act（実行する）。 
※2 ＥＳＤ：持続可能な開発のための教育（Education for Sustainable Development）。 

 

報告事項－３ 

（教育総務課・指導課） 
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２ 基本方針・施策の策定にあたり必要な視点 

 

以下の「学び続ける力」を基本方針・施策に組み込む視点として、軸となる考え方に設定

します。 

 

  学び続ける力 

  学校教育において、児童生徒が学びの場

で実践している「①課題を発見する力」「②

課題を設定する力」「③読み取る力」「④選択

する力」「⑤整理する力」「⑥まとめる力」「⑦

改善する力」を使い、一連の学びのプロセス

で身に付いた手応えや実感を通して、主体

的、能動的に自己調整しながら学び続け、さ

らに学び続けることで粘り強さやコミュニ

ケーション力、創造力などを養うことがで

きる好循環なサイクルに転換していきま

す。この「学び続ける力」は、学校教育だけ

ではなく、どの世代にとっても共通するも

のとして、軸となる考え方に設定します。 
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社会背景 

予測困難・多様な価値観 

・自ら未来を切り拓く力 

・自分なりの幸せを掴む力 

自分らしく学ぶ町田っ子 

～自己プロデュース力の育成～ 

 

 

方針 

町田の子ども 

・「わかる」「できる」ようになりたい高 

・難しいことでも失敗を恐れず挑戦する低 

目指す子どもの姿 
○自分にはよいところがある  ○難しいことでも失敗を恐れず挑戦する 

 

○自分で決めたことは最後までやり遂げる ○自分で計画を立てて勉強する 

 

○自分と違う意見について考えるのは楽しい ○人の役に立つ人間になる 
 

学びに向かう力、人間性等 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 

重点！ 

重点事業・事業 

学び続ける力 
挑戦しようとする力 

粘り強く取り組む力 

ポジティブに考える力 

自分を見つめる力 

人のよさを認める力 

協力しようとする力 

「学び続ける力」の成り立ちと展開 



（仮称）町田市教育プラン 2024-2028 教育目標（案）について 
 
【教育目標の設定】 
 本計画の教育目標は、町田市教育委員会が、町田市の教育施策を通じて、町田市の子どもたち、保護者、教員、
市民とともに、実現したい社会の姿を表すものとして設定します。 
 
【教育目標の検討プロセス】 
 町田市の子どもたち、保護者、教員や教育に関わる関係機関等からの意見、及び昨今の社会情勢や国の方針を
参考とするため、以下の３つのカテゴリーから導かれたキーワードをもとに、教育目標案を検討します。 
・社会情勢や教育分野に関わる国の方針 
・児童・生徒、保護者、教員のアンケートで多く寄せられた意見 
・町田市内で活動する教育に関わる関係機関及び関係団体等へのヒアリング調査で得られた意見 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

案１ 思いやりの心を持って  ともに学び ともに育ち まちだの未来を創り出す 
  

案２ 知ることが楽しくなる まちだの学びの循環で ひとりひとりの幸せと みんなの幸せを創る 
  
案３ 自ら学び、あなたと学び、ともに創る町田の未来 
 

 
 
 

 
 
 
 

【教育目標（案）】 

■社会情勢■ 
・＜世界＞人口の増加と食糧供給の限界、温暖化の進行と水位上昇、オゾン層の破壊 

情報技術の飛躍的な進化による AI、ロボット、ネットワーク開発の推進 
・＜日本＞人口の減少、少子化、超高齢社会の進行 

核家族や共働き世帯、ひとり親世帯の増加など家族形態の複雑化・多様化 
全人口に対する高齢者割合の増加と長寿化、健康寿命の延伸 
学校の統合・老朽化、支援を必要とする子どもの増加 
教員の業務の多忙化と成り手の減少 

・＜東京＞人口の減少（2025 年以降減少に転じる予測） 
・＜町田＞人口の減少（2021～25 年の間にピークを迎え、減少傾向に転じる予測） 

 

■キーワード■ 
・個別最適な学びと協働的な学び 
・どのように学ぶか（主体的・対話的で
深い学び） 

・リカレント教育 
・人と違う特性や興味 
・新しい価値創造、イノベーション 
・共生社会の実現 
・望む未来を私たち自身で示す 
・超スマート社会（Society5.0） 
・ウェルビーイング 

■児童・生徒、保護者、教員アンケート調査で多く寄せられた意見（多い順）■ 
＜町田市の教育においてみんなが目指す姿や大切にしたいこと＞ 

児童・生徒 保護者 教員 
1.礼儀を大切にすること 1.感謝の心を大切にできる人 1.お互いを認め合える人 
2.コミュニケーション能力 2.自分にも他人にも優しくでき

る人 
2.自分にも他人にも優しくで
きる人 

3.出会いを大切にすること 3.幸せを感じることができる人 3.感謝の心を大切にできる人 
4.自分の楽しみを見つける
こと 

4.お互いを認め合える人 
 

4.みんなで助け合える人 
 

5.好奇心 5.将来の変化に柔軟に対応でき
る人 

5.将来の変化に柔軟に対応で
きる人 

 

■キーワード■ 
・自分を見つける 
・知ることが楽しくなる 
・新しい未来  
・自分のため皆のため 
・幸せな未来を創る 
・生きがい 
・自分を認める、自分を愛する 

■ヒアリング調査②～学びの保障～■ 
・個々の実力に応じた学習提供体制の整備 
・子どもたち一人ひとりの特性を認めるこ
と 

・複合的な問題への対応は、支援をする側
の線引きしすぎない役割分担が重要 

・地域の専門機関との日ごろからの関わり
が、必要なときにスムーズな連携につな
がる 

 

■ヒアリング調査①～未来を見据え
た学び～■ 
・外国人に関わらず、自然にコミュニ
ケーションが取れる大人になってほ
しい 
・どんな子どもでも、まずは信頼関係
の構築が重要 
・ICT を活用し、子どもたちが自ら学
ぶ情報モラル 

 

■ヒアリング調査④～学びを支える体制～■ 
・地域と学校が共に取り組むことが郷土愛を育む 
・学校の困りごとを地域と共有して協働関係を構築する 
・校長や教員がいなくなっても続いていく地域の取組を
育む体制づくり 

・地域での学びは学校教育では学べない貴重な体験 
・地域のコミュニティ形成が、子どもたちへの居場所づ
くりにつながる 

・学びをサポートする人員の体制整備と取組の周知徹底 
・外部人材の学校導入で、教職員の働き方改革へつなげ
る 

 
 

■キーワード■ 
・自然な多文化交流 
・テクノロジーを使いこなす 
・個々の実力 ・信頼関係 ・郷土愛 
・多様な外部の力 ・地域で育む 
・一人ひとりの特性 ・線引きのない 
・地域コミュニティ 
・日ごろからのつながり 

2040年以降の社会 
望む未来を私たち自身で示
し、作り上げていくことが
求められる時代 
〇超スマート社会（Society5.0） 
・一人一人の人間が中心と
なる社会 

〇ウェルビーイング 
・一人一人の多様な幸せで
あるとともに社会全体の
幸せ 

■教育分野に関わる国の方針■ 
〇『令和の日本型学校教育』の構築を目指して 
・「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 
〇「Society5.0 の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ」 
・社会構造の変化の中で新しい価値を生み出すのは「人」であり、これから人と違
う特性や興味を持っていることが新しい価値創造・イノベーションの源泉 
・「ウェルビーイング」を実現できる「創造性」あふれる社会に向けた学びへの転
換が必要 
〇『次期教育振興基本計画』諮問 
・社会人の学び直し→リカレント教育 
・幼児教育、義務教育の基礎の上に、高校から大学院までつながりをもつ 
・共生社会の実現に向けた社会的包括の推進 

案４ 一人ひとりの学び続ける力を共創社会により育むことで、誰もが創り手として社会に関わり、しあわせ
に生きることのできる未来のまちだを創る。 

■ヒアリング調査③～学
びの環境整備～■ 
・個々の実力に応じた学習
提供体制の整備 

・学校間の ICT活用の差を
なくし、均一化を図る 

■児童・生徒アンケート調査（自由記述）■ 
＜あなたが考える町田市の未来の教育イメージ＞ 
・自分と向き合い自分を見つける町田の教育 
・知ることが楽しくなる町田市教育 
・新しい未来 新しい発見 町田教育 
・自分のため皆のためそして未来のために様々なことを行うこと 
・ひとりひとりの幸せは みんなの幸せ♡ 
・自分たちの思い描く幸せな未来を創る町田の教育 
・自分の生きがいを見つけて未来へはばたく町田市教育 
・自分を認め、自分を愛せる人 

4 
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（仮称）町田市教育プラン 2024-2028 教育目標（案）解説 
案１  
思いやりの心を持って ともに学び ともに育ち まちだの未来を創り出す  
 
 

 
 
 
 
 
「町田市教育委員会は、子どもたちを含めた全ての市民が、優しさや思いやりの心を持って、一人ひとり
の特性に合わせた学びを進めるとともに、それぞれの違いを認め合い、協働して学んでいくことで、自分
たち自身で望む未来を作りだすことができる地域社会の構築を目指します。」 
 
案２ 
知ることが楽しくなる まちだの学びの循環で ひとりひとりの幸せと みんなの幸せを創る  
 
 
 
 
 
 
「町田市教育委員会は、子どもたちを含めた全ての市民が、好奇心をもって自分の楽しみをみつけ、さら
に学び続けていくことで、一人ひとりの多様な幸せとともに社会全体の幸せを自分たち自身で創っていく
ことのできる地域社会の構築を目指します。」 
 
案３ 
自ら学び、あなたと学び、ともに創る町田の未来 
 
 
  
 
 
 
 
「町田市教育委員会は、全ての市民一人ひとりが、学びを通して自らの生きがいを見つけ、他者への理解
を深め、学び合うことで、自らが望む未来を創造することができる地域社会の構築を目指します。」 
 

・将来の変化に柔軟に対応できる 

・望む未来を私たち自身で示す 

・自分にも他人にも優しく

できる。 

・礼儀を大切にする  

・感謝の心を大切にできる 

・コミュニケーション能力  

・出会いを大切にすること  

・お互いを認め合える 
・協働的な学び 
・共生社会の実現 

・主体的・対話的で深い学び 

・リカレント教育 

・みんなで助け会える人 

・自分の楽しみを見つける 

・好奇心 
・個別最適な学び 
・一人ひとりの特性を尊重 
・ウェルビーイング 

・将来の変化に柔軟に対応できる 

 

・望む未来を私たち自身で示す ・好奇心 

・自分の楽しみを見つける 

・知ることが楽しくなる 

①・自分の楽しみを見つけること 

・好奇心 

・自分を見つける 

・知ることが楽しくなる 

① ② ③ 

②・コミュニケーション能力  

・お互いを認め合える 
・協働的な学び 

③・将来の変化に柔軟に対応できる 

 ・望む未来を私たち自身で示す 
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案４ 
一人ひとりの学び続ける力を共創社会により育むことで、誰もが創り手として社会に関わり、 
 
 
 
 
しあわせに生きることのできる未来のまちだを創る。 
 
 
 
 
 
 
「町田市教育委員会は、子どもたちを含めた全ての市民が、一人ひとりの学んでいく力を、お互いを認め
合う中で育んでいくことで、誰もが自分たち自身で望む社会を創る創り手として関わり、自分の楽しみを
もって生きることが出来る地域社会の構築を目指していきます。」 
 
 

・共生社会の実現 
・望む未来を私たち自身で示す 
・人と違う特性や興味 

・共生社会の実現 
・望む未来を私たち自身で示す 
・自分のため皆のため 
・幸せな未来を創る 
・地域コミュニティ 
・地域で育む 
 

・望む未来を私たち自身で示す 
・将来の変化に柔軟に対応できる 

・幸せな未来を創る 
 

・ウェルビーイング 

・自分の楽しみを見つけること 

・生きがい 

 

 

・主体的・対話的で深い学び 

・リカレント教育 

・人と違う特性や興味 
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基本方針・施策体系案について 

 
 
ｂ  
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

☞一人ひとりの教育的ニーズは異なるという前提に立ち、それぞれの特性に応じた多様な学びを推進します。 

☞めざす姿：どのような境遇にあっても、学びたいという意欲を妨げられることなく、安心して学びに向き合い、

学び続けることができている。 

基本方針Ⅰ 未来を切り拓くために生きる力を育む 

基本方針Ⅱ 一人ひとりの多様な学びを推進する 

基本方針Ⅲ 将来にわたり学ぶことのできる環境を整備する 

基本方針Ⅳ 地域とともに学ぶ力を高める 

＜施策案＞ 

１ いじめ防止、不登校対策を強化する 

２ ともに認め合いながら特別支援教育を推進する 

３ 多様な学びの機会を提供する 

＜課題＞ 

・人口減少やデジタルトランスフォーメーション、地球環境問題などがこれまで以上に進行しており、

将来の予測が困難な状況となっています。また、グローバル化、超スマート社会の実現に向けた技術

革新も急速に進んでいる中で、論理的な思考力・判断力・表現力・他者との調整力・新たな価値を創

造していく力を育むために、町田市の強みを活かした学びを推進する必要があります。 

・人生 100 年時代を迎え、健やかな身体と心を育成していくことや、変化に対応していくため、生涯

にわたって学ぶ意欲を育てることが重要となっています。 

 

  

 

 

 

 

町田ならではの強みを生かし、これからの時代に必要な知識・技能・判断

力・表現力を育むとともに、学びに向かい意欲を醸成します。 

 

めざす姿：学び続ける意欲を持ち、予測不可能な未来を生き抜く力が育ま

れている。 

  

 

 

 

 

＜施策案＞ 

１ 確かな学力を身に付ける 

２ 未来を見据えた特色ある学びを推進する 

３ 生涯を通じて健やかに過ごせる体を育成する 

☞えいごのまちだ推進事業など、町田ならではの強みを生かし、これからの時代に必要な知識・技能・判断

力・表現力・創造力・粘り強さやコミュニケーション能力を学びのプロセスを通じて育みます。 

☞めざす姿：主体的に自己調整しながら学び続ける土壌を根付かせることで、生涯にわたり学びを通じて、

社会とつながっている。 

４ 他人への理解、思いやりを育む 

５ 学びのきっかけとなる機会を提供する 

 

＜課題＞ 

・子どもたちを取り巻く社会問題として、不登校児童・生徒数、特別支援教育を受ける児童・生徒数の増

加やいじめ重大事態の発生が挙げられます。様々な環境に置かれている児童・生徒に対して、一人ひとり

のニーズに応じて安心して学べる環境を整えていく必要があります。 

・多様な社会的課題を抱えている方など、学ぶことに支援が必要な方へ学びの機会を提供する必要があ

ります。 

 

 

  

 

 

 

 

＜施策案＞ 

１ 教員の働き方を改善する 

２ 学校と地域が連携した学びを推進する 

３ 学校のマネジメント力を強化する 

 

４ 地域での学びを推進する 

５ 学習成果を活かす機会の整備を整備する 

 

 

＜課題＞ 

・将来を見据え、小・中学校の機能向上と老朽化対策を目的とした改修・建替えを計画的に進め、学

校施設に求められる機能・性能の確保やライフサイクルコストの縮減を図っていく必要があります。 

また、町田市ならではの魅力的な教育環境の実現に向けた取組が求められています。 

・市民が必要な知識を得るための情報をインターネット上から得ることが多くなっています。こうし

た状況に対応して、学びの環境のデジタル化を推進する必要があります。 

・持続可能な学びの環境をつくることが求められています。 

 

 

 

 

 

＜施策案＞ 

１ 将来を見据えた多様な学びの環境を整備する 

２ 学び続けることができる環境を整備する 

 

☞新たな学校づくりを契機とした、子どもも大人も学ぶことのできる学校づくりや、社会の変化に応じて、

学習施設だけでなくデジタルでも学びにアクセスできるような多様な学びの環境づくりを推進します。 

☞めざす姿：環境変化に対応し、いつでもどこでも誰でも学びに出会うことができ、学び続けることができ

る環境が整備されている。 

＜課題＞ 

・多忙化している教員の業務の適正化を図り、教員がいきいきと子どもに向き合うことのできる体制

を確保することが求められています。 

・「コミュニティ・スクール」と「地域学校協働本部」の仕組みを最大限に活用し、地域が一体となっ

て子どもたちの学びや育ちを支えていく必要があります。 

・学校、地域、家庭、市民団体、行政が共創することにより、市民が将来にわたり学ぶ環境を持続さ

せることが出来る体制を構築することが必要となっています。 

 

 
☞学校、地域、家庭、市民団体、行政が共創することで、学びの場を広げ、学ぶ力を育む体制を充実させ、

地域で学び続ける力を高めていきます。 

☞めざす姿：地域資源を活かし、共創により学校を中心とした多様な学びが充実し学び続けることができて

いる。 
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